
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 郡山市立安積第三小学校 】 

１ 実践テーマ Ⅴ  

２ 実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

郡山市立安積第三小学校 

５年（６３名）６年（６７名） 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 体 育 科 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 一人一人のよさを生かして自分や友だちの課題を見つけ、友だ

ちとのかかわりを通してバレーボール（スポーツ）の楽しさを見

つける。 

５ 取組内容 ○オリンピアンとの交流活動を通して運動・スポーツの楽しさを

体験 

・日時 令和元年１１月２９日（金） 

    ５年（１・２校時）、６年（３・４校時） 

・講師 デンソーエアリービーズ GM 山口祐之氏 他１名 

（元全日本女子バレーボールコーチ） 

・内容 ５・６年生とも体育科授業 

「ネット型ゲーム（ソフトバレーボール）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 技術だけでなく、スライドを用いながらのチームワークの大切

さについての講義 

 

 

 



・事前のデンソーエアリービーズ GM 山口さんと児童とのメー

ルによる交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業後の給食交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

○昨年度に引き続いての取組であったため、オリンピックのみな

らず、スポーツに対する児童の興味・関心が持続した中で行うこ

とができた。 

○高い技術を持つオリンピアンから、その技術だけでなく、スポ

ーツを楽しんだり、仲間を大切にしたりする心を直接お話してい

ただくことができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○招聘する講師を、地元郡山をホームとするデンソーエアリー

ビーズに依頼し、事業が終わった後も、児童が継続してバレー

ボールやスポーツへ興味が持てるようにした。 

○技術の習得、よりラリーが続くようにするポイントなど、児

童が実際に学習を進めるうえで生じた質問などを、メールを通

して直接お伺いする機会を持ったこと。 



８ 主な課題等 ○今回は５・６生だけの体験なってしまったが、全校性が参加・

体験するためには、講師の方々と日程等とうまく調整する必要が

ある。 

○今後も児童たちにスポーツを愛する心、スポーツに親しむ態度

を育成していくためにも、持続可能な学校独自のオリンピック・

パラリンピック教育を検討していく必要がある。 

９ 来年度以降

の実施予定 

○いよいよ開催年となるため、児童同士でも、よりオリンピック・

パラリンピックの気運が盛り上がっていくような環境整備と、体

験等の機会を設け、これまでの事業の成果を得られるようにして

いく。 

 


